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新年の抱負

員が語る！！
抱 負

 １　 中  畠 　 孝  幸 
なか はた たか ゆき

名寄市立大学の若い学

生からまちの活気が生

まれます。全国から学

生が集まり人材が育つ、

そんな大学の発展を。

 ３　 山  崎 　 真  由  美 
やま ざき ま ゆ み

十二支の辰年を思い、

上向きに活動的に行動

していきたいと思いま

す。「一生懸命」の４文

字を心に邁進します。

 ８　 川  村 　 幸  栄 
かわ むら ゆき え

若者がいきいき働き、学

べるまち。女性や高齢

者が安心して暮らせる

まち。どの子も輝くま

ちを目指し頑張ります。

 ５　 谷 　　聡
たに

議員としても名寄市民

としてもまだまだ新参

者ですので、可能な限

り多くの方と接したい、

と考えています。
さとし

 ２　 富  岡 　 達  彦 
とみ おか たつ ひこ

「時はいのちなり」

いのちの時間は失って

しまうと、取り戻すこ

とはできません。

いまのいまを大切に。

 ７　 清  水 　 一  夫 
し みず かず お

経済建設常任委員会委

員として所管事務調査

の農業について、さら

に知見を深め基幹産業

の発展に尽力します。

 ６　 今  村 　 芳  彦 
いま むら よし ひこ

「風連・若者・農家の 弥  栄 
いや さか

（みらい）を猛プッシュ」

怪我しない。病気にな

らない。飲み過ぎない。

腹顧みて減量します。

 ４　 水  間 　 健  詞 
みず ま けん じ

皆様にとっての新年を

寿ぐとともに、翌朝を

期待とともに迎える

日々のために精一杯努

力したいと思います。

ことほ

※番号は議席順です
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16名の議

新年の抱負

新 年 の2024年

１４　東 川 　 孝  義 
かわ たか よし

３期目立起の時に決意

した目標に向けて継続

を力に、市民と共に夢

のあるまちづくりに取

り組んでいきます。
ひがし

１１　 高  野 　 美  枝  子 
たか の み え こ

「安心して暮らせるま

ちづくり」「安心が実感

できるまちづくり」「名

寄市の課題」に全力で

取り組みます。

１６　 山  田 　 典  幸 
やま だ のり ゆき

議会議論の活性化と積

極的な広聴活動を推進

し、市民により身近で

魅力ある議会を目指し

て全力で取り組みます。

１３　 遠  藤 　 隆  男 
えん どう たか お

立候補時に掲げた目標

をさらに具現化してい

くために、初心に立ち

返り、取り組んでまい

ります。

１０　 倉  澤 　宏
くら さわ

市民との対話を重視し、

より多くの声を市政に

届けながら、市民と協

働のまちづくりを目指

してまいります。
ひろし

１２　 高  橋 　 伸  典 
たか はし しん すけ

夢あるまちづくりへ全力

投球！健康と福祉のまち

☆子どもの未来輝くまち

☆いきいき暮らせるまち

☆名寄を目指します。

１５　東　 千  春 
ち はる

今任期は議員会会長を

仰せつかりました。議

員相互の親睦とともに

円滑な議会運営に努め

ます。
あずま

 ９　 佐  藤 　靖
さ とう

名寄市の課題と真正面

に向き合い、「有言実

行」「 剛  毅  果  断 」を心に
ごう き か だん

刻み、この１年も頑張

ります。
やすし
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町内会との意見交換会

意見交換会 貴重なご意見を
いただきました

【Ｄ班】

◆高見区町内会　　　  8月27日（日）

◆風連新大町町内会　11月17日（金）

　班長①倉澤　　宏

　　　②遠藤　隆男

　　　③山崎真由美

　　　④今村　芳彦

　　　⑤中畠　孝幸

◆
西
町
３
区
町
内
会

Ｑ 
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
（
付
近
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
。
小
動

物
の
増
な
ど
で
衛
生
的
に
も
問
題
）。

Ａ 
所
管
の
常
任
委
員
会
も
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

市
民
部
か
ら
の
回
答

　
 
指
摘
の
あ
っ
た
空
き
家
は
市
も
承
知
し
て
い
る
。
関
係
者
へ
の
連
絡

を
行
っ
て
い
る
。

　
 
空
き
家
を
含
め
勝
手
に
侵
入
す
る
こ
と
は
違
法
行
為
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
保
護
者
等
へ
の
啓
発
を
図
る
。

◆
徳
田
区
町
内
会

Ｑ 
豊
栄
川
の
草
木
の
管
理
が
必
要
。
熊
の
出
没
も
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た

管
理
を
。

Ａ 
議
会
側
も
認
識
し
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

建
設
水
道
部
都
市
整
備
課
か
ら
の
回
答

　
 
管
理
者
で
あ
る
旭
川
建
設
管
理
部
美
深
出
張
所
に
確
認
。
草
刈
は
年
1

回
実
施
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
月
１
回
目
視
点
検
を
し
、
結
果
を
基
に
伐
木
、

浚
渫
の
箇
所
を
選
定
し
て
い
る
。
市
か
ら
も
継
続
し
て
要
望
す
る
。

Ｑ 　

線
１
号
通
り
側
溝
の
ゴ
ミ
の
放
置
に
つ
い
て
、
紙
お
む
つ
な
ど
衛

16生
用
品
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
町
内
会
で
月
に
１
〜
２
回
ゴ
ミ
拾
い

を
し
て
い
る
。
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

市
民
部
か
ら
の
回
答

　
 
不
法
投
棄
監
視
中
の
の
ぼ
り
を
設
置
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

依
然
と
し
て
ゴ
ミ
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
麻
生
区
町
内
会

Ｑ 
国
道　

号
線
の
草
刈
り
が
遅
い
。

40

Ａ 
市
か
ら
開
発
に
要
望
し
て
も
ら
う
。
市
民
か
ら
も
旭
川
開
発
建
設
部

に
安
全
上
草
刈
り
の
要
望
を
し
て
ほ
し
い
。

建
設
水
道
部
都
市
整
備
課
か
ら
の
回
答

　
 
地
域
か
ら
の
声
も
も
ら
っ
て
い
る
。
管
理
者
で
あ
る
旭
川
開
発
建
設

部
士
別
道
路
事
務
所
に
要
望
し
て
い
る
。
国
道
全
区
間
に
お
け
る
年

１
回
の
草
刈
り
は
適
切
な
時
期
を
見
極
め
て
行
っ
て
い
る
と
回
答
を
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町内会との
町内会との意見交換会

【Ａ班】

◆西町３区町内会　10月21日（土）

　班長①山田　典幸

　　　②高野美枝子

　　　③東川　孝義

　　　④清水　一夫

　　　⑤富岡　達彦

【Ｂ班】

◆徳田区町内会　10月23日（月）

　班長①倉澤　　宏

　　　②遠藤　隆男

　　　③東　　千春

　　　④川村　幸栄

　　　⑤谷　　　聡

【Ｃ班】

◆麻生区町内会　10月7日（土）

◆中名寄町内会　11月5日（日）

　班長①山田　典幸

　　　②高野美枝子

　　　③佐藤　　靖

　　　④高橋　伸典

　　　⑤水間　健詞

班編成

受
け
て
い
る
。

◆
高
見
区
町
内
会

Ｑ 
福
祉
会
館
は
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
玄
関
入
口
部
分
の

除
雪
を
希
望
。
草
刈
や
除
排
雪
は
福
祉
分
野
の
考
え
方
と
し
て
や
る

べ
き
で
は
。

総
合
政
策
部
か
ら
の
回
答

　
 
町
内
会
館
の
「
維
持
管
理
」
と
し
て
、
町
内
会
館
建
設
費
等
補
助
金
で

会
館
修
繕
に
か
か
る
費
用
を
補
助
。
日
常
的
な
管
理
に
つ
い
て
も
日

頃
使
用
し
て
い
る
町
内
会
で
管
理
を
願
い
た
い
。
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
他
の
町
内
会
館
と
同
様
の
対
応
を
願
い
た
い
。

◆
中
名
寄
町
内
会

Ｑ 
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
の
小
中
学
生
の
リ
フ
ト
券
無
料
の
た
め
大
変
多
く

来
場
し
て
い
る
。他
市
か
ら
来
た
友
人
が
無
料
と
聞
い
て
大
変
感
動
し

て
い
た
。も
っ
と
無
料
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。交
流
人
口
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

経
済
部
か
ら
の
回
答

　
 
小
中
学
生
リ
フ
ト
券
の
無
料
に
つ
い
て
、
市
内
や
近
隣
以
外
の
市
町
村

か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ス
マ
ー

ト
ゲ
ー
ト
を
導
入
し
た
こ
と
も
含
め
、
よ
り
広
く
伝
わ
る
よ
う
名
寄

振
興
公
社
と
連
携
し
て
発
信
し
て
い
く
。

◆
新
大
町
町
内
会

Ｑ 
ヒ
グ
マ
な
ど
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ 
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
現
場
の
声
と
し
て
意
義
が
大
き
く
、
提
案
し
た
い
。

経
済
部
か
ら
の
回
答

　
 
ド
ロ
ー
ン
は
上
空
か
ら
の
撮
影
に
よ
り
ヒ
グ
マ
の
位
置
把
握
の
効
果

が
期
待
で
き
る
が
、
樹
木
が
生
い
茂
る
夏
場
の
山
林
な
ど
は
発
見
が

難
し
い
な
ど
利
活
用
に
制
限
が
あ
る
こ
と
や
高
価
な
ど
、
運
用
に
は

課
題
が
あ
る
。
北
海
道
で
は
実
証
事
業
な
ど
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
国
や
道
、
先
進
自
治
体
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、
必
要

な
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。



6

議決結果・意見書

◎高温障害による農作物被害など厳しい情勢に見舞われる農業者の救済措置を求める意見書

第４回定例会で次の意見書を提出することに決定しました。

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決義務教育学校の設置に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について議案第１号

原案可決名寄市国民健康保険税条例の一部改正について議案第２号

原案可決名寄市共同飲料水施設等事業条例の一部改正について議案第３号

原案可決
名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

議案第４号

原案可決名寄市博物館条例の一部改正について議案第５号

原案可決名寄市下水道条例の一部改正について議案第６号

原案可決名寄市個別排水処理施設条例の一部改正について議案第７号

原案可決指定管理者の指定について（名寄東病院）議案第８号

原案可決財産取得に関する賃貸借契約の変更について議案第９号

原案可決和解について議案第10号

原案可決令和５年度名寄市一般会計補正予算（第７号）議案第11号

原案可決令和５年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第12号

原案可決令和５年度名寄市立大学特別会計補正予算（第３号）議案第13号

原案可決令和５年度名寄市病院事業会計補正予算（第２号）議案第14号

原案可決令和５年度名寄市下水道事業会計補正予算（第１号）議案第15号

原案可決名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について議案第16号

原案可決名寄市パートタイム会計年度任用職員の報酬、手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について議案第17号

原案可決名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について議案第18号

原案可決名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正について議案第19号

原案可決名寄市職員の給与に関する条例の一部改正について議案第20号

原案可決名寄市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正について議案第21号

原案可決名寄市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について議案第22号

原案可決地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について議案第23号

原案可決工事請負契約の変更について議案第24号

原案可決令和５年度名寄市一般会計補正予算（第８号）議案第25号

原案可決名寄市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について議案第26号

令和5年 　第４回定例会 　11月29日〜12月15日

令和5年 　第４回定例会議決結果

　

市
内
小
中
学
校
等
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る
た
め
、
実
施
設

計
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
内
小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
風
連
中
学
校
へ
の
設
置
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
事
業
費
や
電
気
容
量
を
確
認
す
る
た
め
、
今

年
度
よ
り
設
置
に
向
け
た
設
計
業
務
を
行
い
、
設
計
業
務
終
了

後
、
設
置
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

名
寄
中
学
校
、
名
寄
東
中
学
校
は
、
改
築
・
改
修
を
控
え
て

い
る
た
め
、
窓
用
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全
小
中
学
校
に
空
調
設
備
を

　

〜 
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
準
備 
〜

補正 
予算

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
の
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
給
付
金

　
　
　

〜 
今
年
度
中
に
給
付 
〜

実
施
設
計
委
託
料　

　

各
地
域
に
あ
る
共
同
飲
料
水
施
設
利
用
組
合
に
対
し
、
受
益

戸
数
の
減
少
や
、
施
設
改
修
等
の
費
用
上
昇
へ
の
対
応
と
し
て
、

補
助
金
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

☆
名
寄
市
共
同
飲
料
水
施
設
等
事
業
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
議
員
個
人
が
地
方
公
共

団
体
に
対
し
、
３
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
請
負
を
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

☆
名
寄
市
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
人
権
擁
護
委
員

　
　

早
坂　

由
起
子
氏
（
新
任
）

人 
事 
案 
件

3100万円

2億847
0万円

条例の

制定・改正
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条
例
第
５
条
に
明
文
化
さ
れ

て
い
る
手
話
の
普
及
啓
発
や
環
境

づ
く
り
な
ど
、
施
策
推
進
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

 
　

継
続
的
に
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
を
開
催
。
ま
た
、
企
業
、
官

公
庁
、
団
体
へ
の
出
前
講
座
も

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
手
話
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
広
報
・

普
及
活
動
に
努
め
て
い
く
。

 
　

教
育
現
場
に
お
け
る
手
話
普

及
活
動
の
取
り
組
み
は
。

 
　

手
話
に
限
ら
ず
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
中
で
、
障
が
い

の
あ
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、
共
生

し
育
っ
て
い
け
る
環
境
を
整
え
て

い
く
。

 
　

２
０
２
４
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
最
重
要
視
す
る
喫
緊
の
課

題
と
は
。

 
　

学
校
施
設
の
空
調
設
備
整
備

問答問答問答

や
Ｄ
Ｘ
施
策
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
　

今
後
、
基
金
を
取
り
崩
し
て

の
財
政
運
営
が
想
定
さ
れ
る
が
、

財
政
の
健
全
化
を
担
保
す
る
上
で

鍵
と
な
る
考
え
方
は
。

 
　

財
政
規
律
３
点
を
設
け
、

し
っ
か
り
遵
守
し
な
が
ら
持
続
可

能
で
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し

て
い
く
。
ま
た
、
基
金
（
貯
金
）

と
市
債
（
借
金
）
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
活
用
に
努
め
る
。

他
の
質
問　

（
仮
称
）
「
名
寄
市
子

ど
も
の
権
利
条
例
」
制
定
に
つ
い

て 問答

で
、
老
朽
管
の
更
新
を
含
め
た
今

後
の
経
営
課
題
は
。

 
　

老
朽
管
の
更
新
は
令
和
６
年

度
か
ら　

年
度
ま
で
に
、
毎
年
２

15

億
円
前
後
の
事
業
規
模
を
計
画
し

て
い
る
。
郊
外
地
区
へ
配
水
管
を

拡
張
す
る
第
２
期
拡
張
事
業
に
つ

い
て
は
、
総
事
業
費
が　

億
円
を

20

超
え
る
整
備
と
な
る
こ
と
か
ら
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
経
営

審
議
会
で
の
協
議
の
結
果
、
令
和

６
年
度
以
降
の
事
業
を
凍
結
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

答

 
　

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
並
び
に

市
民
生
活
向
上
に
向
け
て
の
具
体

的
な
施
策
展
開
は
。

 
　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

起
因
す
る
人
材
不
足
な
ど
、
従
前

の
施
策
の
考
え
方
・
進
め
方
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

こ
れ
ま
で
展
開
・
議
論
し
て
き
た

事
業
を
継
続
・
発
展
し
て
い
か
な

け
れ
ば
地
域
で
の
生
活
を
守
っ
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
将
来
に

夢
の
持
て
る
事
業
の
展
開
で
は
、

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
の

フ
ェ
ー
ズ
１
で
財
政
影
響
を
考
え

な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
議

論
を
深
め
る
。

 
　

市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
な
る
水
道
事
業

問答問

質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

名
寄
市
み
ん
な
を
結
ぶ
手
話
条
例

健
全
化
を
担
保
す
る
予
算
編
成
を

手話はみんなを結ぶ大切な言語

将
来
に
夢
の
持
て
る
事
業
展
開
を

水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
は

計画的に進められている水道老朽管取り換え工事

条
例
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

 
山 　
 
崎 　
 
真  
由  
美  
議
員

や
ま 

ざ
き 

ま 

ゆ 

み

市
民
ネ
ッ
ト

官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を

 
東 　
 
川 　
 
孝 　
 
義  
議
員

ひ
が
し 

か
わ 

た
か 

よ
し

市
政
ク
ラ
ブ
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ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

 
　

農
業
・
農
村
の
役
割
を
踏
ま

え
、
状
勢
の
変
化
や
課
題
に
対
応

し
、
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
Ｊ

Ａ
道
北
な
よ
ろ
と
連
携
し
策
定
し

て
い
る
。

 
　

新
規
就
農
者
増
に
向
け
た

活
動
は
。

 
　

既
存
の
営
農
形
態
を
生
か

し
た
第
三
者
経
営
継
承
へ
の
取
り

組
み
を
重
視
し
た
い
。

 
　

農
作
業
受
託
事
業
を
振
興

す
る
事
業
展
開
は
。

 
　

苦
戦
し
て
い
る
課
題
で
あ

り
、
地
域
の
意
見
を
斟
酌
し
検
討

し
た
い
。

 
　

農
村
地
区
の
女
性
・
青
年
対

策
は
。

 
　

地
域
の
中
核
を
担
う
よ
う
、

資
格
取
得
や
経
営
参
画
に
向
け
た

支
援
な
ど
考
え
た
い
。

 
　

米
麦
乾
燥
調
整
施
設
の
更

問答問答問答問答問

新
に
向
け
た
協
議
は
。

 
　

基
本
的
に
は
Ｊ
Ａ
道
北
な

よ
ろ
が
計
画
的
に
運
営
し
て
い
る

が
、
必
要
に
応
じ
考
え
た
い
。

 
　

現
在
の
検
討
状
況
は
。

 
　

北
海
道
教
育
委
員
会
も
理

解
を
頂
い
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

光
凌
キ
ャ
ン
パ
ス
を
東
中
学
校
の

校
舎
と
し
て
活
用
す
る
か
検
討
し

て
い
る
。

答問答

い
が
、
財
政
的
に
厳
し
く
、
い
つ

と
は
明
言
で
き
な
い
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
な

よ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
か
ら

の
提
案
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
雪
質

日
本
一
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
と

し
て
活
用
す
る
。

他
の
質
問　

通
学
路
の
安
全
確
保

対
策
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
役

割
等
・
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

 
　

旧
豊
西
小
学
校
の
管
理
要
網

等
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

比
較
的
大
き
な
面
積
を
要
す

る
未
活
用
施
設
で
あ
り
、
現
在
は

観
光
協
会
な
ど
の
備
品
倉
庫
と
し

て
施
設
の
一
部
を
活
用
。
旧
耐
震

基
準
の
建
物
の
た
め
、
用
途
を
終

え
た
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し
て

い
る
。
個
人
・
団
体
へ
の
貸
付
や

売
却
な
ど
で
活
用
の
見
込
み
が
無

い
場
合
、
取
り
壊
す
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
解
体
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
最
低
限
と
し
、

敷
地
内
の
草
刈
り
、
樹
木
の
剪
定
、

破
損
し
た
窓
の
対
応
な
ど
、
費
用

は
ほ
と
ん
ど
か
け
て
い
な
い
。

 
　

再
活
用
か
解
体
か
の
方
向
性

を
示
す
べ
き
で
は
。

 
　

財
源
を
確
保
し
て
解
体
す
る

方
向
性
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

問答問答

一般質問

市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●

閉校後7年が経過した旧豊西小学校

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

農業農村の持続的な成長を計画的に

産
業
高
校
跡
地
活
用
に
向
け
て

第
２
次
農
業
・
農
村
振
興
計
画

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

 
遠 　
 
藤 　
 
隆 　
 
男  
議
員

え
ん 

ど
う 

た
か 

お

市
政
ク
ラ
ブ

道
北
農
業
の
未
来
を
拓
く

 
今 　
 
村 　
 
芳 　
 
彦  
議
員

い
ま 

む
ら 

よ
し 

ひ
こ

市
政
ク
ラ
ブ
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地
方
に
お
い
て
地
域
社
会
の

担
い
手
が
減
少
し
て
い
る
。
卒
業

後
、
地
元
に
帰
っ
て
き
て
奨
学
金

の
返
済
が
苦
し
い
、
負
担
が
重
い

と
い
う
声
が
あ
る
。
特
別
交
付
税

を
活
用
し
、
地
元
に
就
職
や
居
住

し
た
場
合
に
利
用
で
き
る
、
奨
学

金
代
理
返
還
制
度
の
推
進
を
。

 
　

市
独
自
の
制
度
創
設
に
向
け
、

令
和
６
年
度
予
算
に
計
上
す
べ
く

道
内
の
実
施
市
町
村
の
事
例
を
参

考
に
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
と 
遜 
色
の
な
い
よ
う

そ
ん

な
制
度
に
し
た
い
。
学
生
に
名
寄

の
ま
ち
や
企
業
を
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
制
度
設
計
を
進
め
て
い

る
。

 
　

日
本
経
済
は
長
く
苦
し
い
コ

ロ
ナ
過
を
乗
り
越
え
、
本
格
的
な

経
済
再
生
に
向
け
て
進
み
始
め
て

い
る
。
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
や
円

問答問

安
な
ど
の
背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

食
料
品
等
の
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
。
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活

用
し
、
市
民
や
業
者
に
対
す
る
支

援
の
考
え
方
は
。

 
　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
は
制
度
要
綱

や
事
務
手
続
き
等
の
内
容
を
精
査

し
、
事
業
の
制
度
設
計
や
予
算
化

に
向
け
た
議
論
・
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

低
所
得
者
世
帯
支
援
枠
７
万
円

は
定
例
会
最
終
日
に
補
正
予
算
を

提
出
す
る
。

答

若者の地方定着を促す奨学金代理返還
支援制度の普及を

 
　

助
成
制
度
の
積
極
的
な
活
用

を
呼
び
か
け
て
は
。

 
　

排
雪
ダ
ン
プ
助
成
は
道
路
だ

け
で
な
く
個
人
宅
の
排
雪
に
も
利

用
可
能
。
今
年
度
か
ら
町
内
会
か

ら
の
申
し
込
み
の
場
合
、
１
台
３

千
円
助
成
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
、

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

 
　

除
排
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
目
的
は
。

 
　

担
い
手
不
足
を
解
消
し
、
か

つ
市
民
満
足
度
の
高
い
除
雪
の
た

め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
作
業
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

 
　

多
額
の
費
用
が
か
か
る
旧
豊

西
小
学
校
の
取
り
壊
し
を
早
期
に

行
い
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
先
送

り
を
避
け
る
べ
き
。

 
　

様
々
な
事
業
が
あ
る
中
で
、

優
先
順
位
を
決
め
て
、
検
討
し
て

問答問答問答

い
く
。

他
の
質
問　

風
連
地
区
の
国
道
・

道
道
の
排
雪
に
つ
い
て
、
除
排
雪

に
か
か
る
市
民
周
知
に
つ
い
て
、

旧
下
多
寄
小
学
校
の
体
育
館
屋
根

の
塗
装
等
維
持
管
理
に
つ
い
て

質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●

除
排
雪
体
制
と
助
成
制
度

市
民
満
足
度
の
高
い
除
排
雪
を

 
谷 　
　
　
　
 
聡  
議
員

た
に 

さ
と
し

市
政
ク
ラ
ブ

地
方
創
生
に
向
け
て

 
高 　
 
橋 　
 
伸 　
 
典  
議
員

た
か 

は
し 

し
ん 

す
け

公　

明

旧
学
校
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
を

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

人
材
確
保
に
奨
学
金
代
理
返
還
を

市道の除雪風景

し
ょ
く
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寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
数
と
保

存
状
態
は
。

 
　

寄
贈
品
数
は
、
作
品
７
０
０

点
、
銅
板
・
亜
鉛
板
１
４
５
点
、

制
作
道
具
や
愛
用
品
５
７
６
点
の

計
１
４
２
１
点
と
な
っ
て
い
る
。

温
湿
度
管
理
が
さ
れ
、
自
動
消
火

を
行
う
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
を
設
置

し
た
北
国
博
物
館
の
第
一
収
蔵
庫

で
保
管
し
て
い
る
。
第
一
収
蔵
庫

は
常
に
施
錠
し
た
状
態
に
あ
る
。

 
　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
エ
ン
レ

イ
ホ
ー
ル
内
の
「
木
原
記
念
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
は
常
設
展
示
施
設
と
し

て
広
さ
や
管
理
の
面
か
ら
不
十
分

と
思
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

 
　

文
化
芸
術
の
拠
点
機
能
を
果

た
す
施
設
内
の
一
角
に
「
木
原
記

念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
設
け
る
こ
と

で
、
ご
遺
族
の
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
、
展
示
作
品
の
入

問答問答

れ
替
え
や
周
知
方
法
の
工
夫
・
拡

大
、
北
国
博
物
館
の
企
画
展
と
の

連
携
等
を
行
っ
て
い
く
。

 
　

寄
贈
品
の
数
々
を
今
後
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。

 
　

名
寄
市
に
と
っ
て
財
産
で
あ

る
作
品
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
他
施
設
と
の
共
催
に
よ
る
展

覧
会
や
講
演
会
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。

問答

 
　

本
市
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る
農
作

物
及
び
人
的
被
害
状
況
、
捕
獲
・

駆
除
の
実
績
は
。

 
　

被
害
額
ベ
ー
ス
で
は
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
３

か
年
平
均
と
の
比
較
で　

万
円
の

21

減
。
減
少
傾
向
だ
が
本
年
度
も
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
食
害
が
聞

か
れ
た
。

 
　

ヒ
グ
マ
の
出
没
・
目
撃
情
報

は
。
市
街
地
近
郊
に
生
息
す
る
い

わ
ゆ
る
「
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
」
の
市

内
事
例
は
。

 
　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
の
同
時
期
平
均
と
の
比
較
で
８

件
の
増
。
ヒ
グ
マ
の
生
息
域
が
拡

大
し
、
人
へ
の
警
戒
心
が
薄
い
ヒ

グ
マ
の
生
態
変
化
が
懸
念
。
市
内

で
も
人
里
近
く
で
出
没
が
あ
る
。

 
　

対
策
と
課
題
は
。
ド
ロ
ー
ン

等
新
し
い
対
策
機
器
の
効
果
は
。

問答問答問

 
　

行
動
範
囲
が
広
く
、
人
目
を

避
け
て
行
動
す
る
な
ど
、
個
体
の

把
握
や
特
定
が
困
難
で
駆
除
が
難

し
い
。
ド
ロ
ー
ン
等
の
効
果
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
な
ど
報
告
さ
れ

た
が
、
今
後
の
性
能
向
上
・
コ
ス

ト
低
減
等
に
期
待
。
情
報
収
集
に

努
め
、
新
た
な
対
策
機
器
等
の
活

用
を
図
り
た
い
。

答

一般質問

市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

名寄市民文化センター内の「木原記念ギャラリー」

適切な対策で被害の最小化に

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て

ヒ
グ
マ
対
策
と
課
題
に
つ
い
て

ヒ
グ
マ
の
被
害
状
況
は

 
水 　
 
間 　
 
健 　
 
詞  
議
員

み
ず 

ま 

け
ん 

じ

市
政
ク
ラ
ブ

作
品
の
保
存
を
め
ぐ
っ
て

作
品
の
展
示
を
め
ぐ
っ
て

今
後
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

木
原
康
行
作
品
の
保
存
と
展
示

 
中 　
 
畠 　
 
孝 　
 
幸  
議
員

な
か 

は
た 

た
か 

ゆ
き

共
生
な
よ
ろ
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合
併
か
ら　

年
で
、
旧
風
連

17

町
の
人
口
を
上
回
る
５
７
３
１
人

が
名
寄
の
地
を
離
れ
た
。
ま
た
、

職
員
の
中
途
退
職
者
は
１
２
０
人

に
達
し
て
い
る
。
市
職
員
か
ら
の

提
案
な
ど
も
低
迷
、
町
内
会
を
は

じ
め
各
団
体
も
役
員
の
な
り
手
不

足
や
会
員
減
の
実
態
に
あ
る
。
今

こ
そ
、
総
合
計
画
基
本
理
念
の
柱

に
な
る
「
人
づ
く
り
」
に
積
極
的

に
努
め
る
べ
き
。

 
　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
多

様
な
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
る
。
職
員
を
対
象
と
し

た
各
種
要
綱
は
多
方
面
か
ら
見
直

す
。

 
　

市
は
財
政
の
厳
し
さ
を
訴
え
、

査
定
時
に
委
託
事
業
の
有
効
性
を

問
う
て
い
る
よ
う
だ
が
、
委
託
先

の
実
情
を
無
視
し
た
議
論
は
遺
憾
。

 
　

実
態
を
把
握
し
た
い
。

問答問答

 
　

独
立
行
政
法
人
化
、
大
学
院

設
置
、
保
護
者
へ
の
理
解
な
ど
、

名
寄
市
立
大
学
が
抱
え
る
課
題
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、

設
置
者
と
し
て
抜
本
的
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

 
　

課
題
は
認
識
し
て
い
る
。
特

に
法
人
化
は
急
務
。
専
任
の
大
学

職
員
配
置
な
ど
も
必
要
と
考
え
る
。

し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

問答

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

 
　

第
２
次
総
合
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
安
心
子
育
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
積
極
的
な
施
策
を
求
め
る
。

道
内　

市
中　

市
が
入
院
・
通
院

35

11

が　

歳
ま
で
無
料
。
上
川
管
内
町

18
村
で
は　

町
村
中　

町
が　

歳
ま

19

10

18

で
無
料
。
保
護
者
の
所
得
や
住
む

地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
せ
め
て
、
中

学
卒
業
ま
で
無
料
に
。

 
　

財
政
面
の
課
題
は
あ
る
が
、

す
で
に
市
長
ロ
ー
リ
ン
グ
等
で
協

議
し
て
き
て
い
る
。

 
　

こ
の
間
何
度
も
取
り
上
げ
て

き
た
。
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

で
あ
る
こ
と
や
子
ど
も
の
貧
困
問

題
な
ど
も
取
り
上
げ
、
無
償
化
を

求
め
て
き
た
。
教
育
費
の
負
担
が

非
常
に
大
き
い
。
内
閣
府
の
調
査

で
も
教
育
費
の
支
援
、
軽
減
を
求

問答問

め
る
声
が
約　

％
。
憲
法
は
「
義

70

務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」

と
謳
っ
て
い
る
。
給
食
費
の
無
償

化
を
は
じ
め
義
務
教
育
の
完
全
無

償
化
が
必
要
。
考
え
は
。

 
　

食
材
費
の
高
騰
の
影
響
も
あ

り
、
年
間
約
１
億
１
千
万
円
と
積

算
し
て
い
る
。
多
額
の
財
源
を
必

要
と
す
る
無
償
化
の
実
施
は
極
め

て
困
難
。

他
の
質
問　

保
育
士
の
待
遇
改
善

で
配
置
増
を
、
高
齢
者
の
除
排
雪

支
援
に
つ
い
て

答

質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

個々の学生の活動をしっかり支える体制の再構築が必要

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●

子育て世代からの期待が大きい『あいあい』

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

３
要
綱
見
直
し
は
急
務

机
上
の
財
政
議
論
は
疑
問

大
学
体
制
の
抜
本
見
直
し
を

 
川 　
 
村 　
 
幸 　
 
栄  
議
員

か
わ 

む
ら 

ゆ
き 

え

日
本
共
産
党

人
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題

 
佐 　
 
藤 　
　
　
 
靖  
議
員

さ 

と
う 

や
す
し

市
民
の
声

医
療
費
無
料
化
を
中
学
ま
で
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議会報特別委員会視察報告・議会活性化研修会

　
　

月　

日
、
市
町
村
議
会
に
詳

11

17

し
い
大
正
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授

を
招
き
「
魅
力
あ
る
議
員
活
動
と

は
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

江
藤
教
授
は
「
住
民
自
治
の
根

幹
は
議
会
で
あ
り
、
多
様
な
人
材

が
公
の
場
で
議
論
す
る
か
ら
こ
そ

重
い
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

女
性
や
若
者
ら
幅
広
い
層
の
人
材

が
参
加
す
る
た
め
に
、
議
会
が
市

民
と
一
緒
に
な
っ
て
政
策
を
調
査

研
究
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
い
。
政
策
提
言
な

ど
の
成
果
を
示
し
た
上
で
、
議
会

の
魅
力
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
」

と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
江

藤
教
授
の
講
演
内
容
を
基
に
、
具

体
的
な
項
目
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

３
常
任
委
員
会
と
同
様
に
規
定

額
内
で
の
視
察
を
認
め
ら
れ
て
い

る
議
会
報
特
別
委
員
会
は
、
改
選

後
い
ち
早
く
先
進
地
を
視
察
し
議

会
だ
よ
り
に
反
映
さ
せ
た
い
、
と

　

月
２
日
全
国
町
村
議
会
広
報
コ

10ン
ク
ー
ル
で
企
画
・
構
成
部
門
で

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
上
富
良
野
町

議
会
、　

月
３
日
議
会
改
革
で
も

10

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
音
更
町

議
会
に
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

か
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ン
プ
レ
ー
ト

の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
で
質
の
高

い
も
の
が
作
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
議
会
が
伝

え
た
い
こ
と
と
住
民
が
求
め
て
い

る
も
の
の
違
い
に
つ
い
て
も
議
論

を
重
ね
、
情
報
の
詰
め
込
み
過
ぎ

を
見
直
し
、
情
報
を
削
る
決
断
を

し
て
い
ま
す
。
作
り
手
の
熱
量
が

住
民
を
引
き
付
け
て
い
る
も
の
と

感
じ
ま
し
た
。

音
更
町
（　

月
３
日
）

10

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

議
会
報
特
別
委
員
会
視
察
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

学
び
ま
し
た
。
町
民
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
取
り
入
れ
、
議
会
に
対
す
る

厳
し
い
声
を
紹
介
す
る
「
議
会
に

ひ
と
こ
と
」
な
ど
も
町
民
参
加
型

の
紙
面
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

既
存
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
な
発
想
に
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
活活活活活活活活活活
性性性性性性性性性性
化化化化化化化化化化
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修

議
会
活
性
化
研
修
会会会会会会会会会会会住民自治の根幹は議会であると熱弁

された江藤教授

上富良野町議会の皆さんと

音更町議会議場にて

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●

手書き似顔絵が注目された「おとふけ議会だより」

上
富
良
野
町
（　

月
２
日
）

10

　

上
富
良
野
町
議
会
で
は
、
全
国

の
優
れ
て
い
る
議
会
だ
よ
り
を
徹

底
的
に
研
究
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や

見
出
し
な
ど
評
価
の
高
い
部
分
を

大
胆
に
模
倣
し
て
い
る
こ
と
に
驚

　

音
更
町
議
会
で
は
「
編
集
方
針

及
び
基
準
」
に
沿
い
、
徹
底
し
て

編
集
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
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議会日誌議会日誌議会日誌１１〜１月

総務文教常任委員会視察報告

　

当
委
員
会
で
は
「
複
合
施
設
の

あ
り
方
」
を
調
査
・
研
究
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
香
川
県
善
通
寺
市
、

丸
亀
市
、
観
音
寺
市
、
広
島
県
呉

市
の
４
か
所
の
行
政
視
察
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

善
通
寺
市
で
は
「
市
庁
舎
複
合

施
設
と
し
て
の
図
書
館
整
備
事
業

の
取
組
に
つ
い
て
」
の
視
察
を
行

い
、
公
共
施
設
の
機
能
を
複
合
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
市
民

の
利
用
を
誘
発
し
、
時
間
・
曜
日

の
変
化
に
よ
る
流
動
性
の
あ
る
活

用
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
複
合
化

に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
も
考
慮
し
た

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
市
の

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
に
お
い

て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
中
で
、

再
配
置
を
研
究
す
る
上
で
大
変
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

　

丸
亀
市
で
は
当
市
の
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
再
編
で
「
市
民

香
川
県
《
善
通
寺
市
・
丸
亀
市
・

　
　
　
　

観
音
寺
市
》

広
島
県
《
呉
市
》

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

会
館
整
備
事
業
に
つ
い
て
」
の
視

察
を
行
い
、
具
体
的
な
検
討
に
あ

た
り
、
３
つ
の
基
本
理
念
①
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
②
誰
一
人
孤
立

さ
せ
な
い
③
切
れ
目
な
い
支
え
あ

い
の
理
念
に
基
づ
き
、
丸
亀
城
の

景
観
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
市
民

と
の
車
座
集
会
や
整
備
意
見
交
換

会
を
実
施
し
て
き
た
と
の
こ
と
で

す
。
そ
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
た

の
は
、「
劇
場
を
ど
う
す
る
か
」
よ

り
「
劇
場
で
ま
ち
を
ど
う
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
市
の
公
共
施
設
建
て
替
え
に

お
い
て
も
市
民
に
と
っ
て
何
が
必

要
な
の
か
、
市
民
の
た
め
に
使
っ

て
も
ら
え
る
施
設
な
の
か
な
ど
、

様
々
な
分
野
か
ら
の
視
点
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
、
改
め
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。

善通寺庁舎2階の図書館見学

丸亀市では市民会館事業の説明を受ける

呉市ではリノベーションまちづくり事業を学ぶ

11/17 総務文教常任委員会

 市民福祉常任委員会

11/20 総務文教常任委員会

 経済建設常任委員会

11/22 各会派代表者会議

 議会運営委員会

11/24 議会活性化特別委員会

 士別市・名寄市合同議員

 議会報特別委員会

12/15 第４回定例会閉会

 議会運営委員会

 議員協議会

12/26 市民福祉常任委員会

1/11 議会運営委員会

1/16 議会活性化特別委員会

 議会報特別委員会

1/17 市民福祉常任委員会

1/26 議会運営委員会

 研修会（士別市）

11/27 議会運営委員会

 議会報特別委員会

11/29 第４回定例会開会

 各会派代表者会議

 議会運営委員会

 議員協議会

12/11 議会運営委員会

12/12 議会活性化特別委員会

12/13 議会運営委員会

12/14 議会運営委員会

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●



14

市民福祉常任委員会視察報告

　

子
ど
も
子
育
て
施
策
・
高
齢
者

施
策
・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

岡
山
県
瀬
戸
内
市
で
は
、
こ
ど

も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣

言
を
行
い
、「
子
育
て
を
楽
し
む

な
ら
せ
と
う
ち
」
と
銘
打
ち
、
子

ど
も
子
育
て　

種
の
施
策
を
展
開
。

13

育
児
用
品
費
用
の
一
部
助
成
、
不

妊
治
療
、
医
療
費
無
料
、「
移
動
遊

び
場
・
プ
レ
ー
カ
ー
」
な
ど
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

子育て応援施策「11の鍵」を推進する相生市は
子育て施策のトップランナー

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

事
業
を
展
開
。
略
式
代
執
行
で
は

小
学
校
の
通
学
路
の
危
険
空
き
家

を
特
定
空
き
家
に
認
定
し
、
解
体
。

安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
見
守
り
事
業
で
は
、
徘

徊
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
小
型
Ｇ

Ｐ
Ｓ
内
蔵
の
靴
の
購
入
を
採
用
し
、

見
守
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こどもまんなか応援サポーター宣言で
13事業の施策を推進する瀬戸内市

　
　

月　

日
に
第
５
回
議
員
協
議

11

29

会
が
開
催
さ
れ
、
名
寄
市
総
合
計

画
（
第
２
次
）
後
期
実
施
計
画
の

見
直
し
、
名
寄
市
中
期
財
政
計
画

の
２
点
に
つ
い
て
説
明
と
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
見
直
し
で
は
、
新

規
事
業
と
し
て
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
、
電
子
地
域
通
貨
普
及
拡

大
、
小
中
学
校
冷
房
設
備
整
備
な

ど　

事
業
を
新
た
に
加
え
た
こ
と
、

11
ま
た
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て
今

後
の
税
収
や
交
付
税
等
の
歳
入
、

人
件
費
や
公
債
費
等
の
歳
出
の
見

通
し
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
業
医
の
誘
致
、
王
子
マ
テ
リ

ア
跡
地
の
利
活
用
等
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
協
議
会

第５回名寄市議会議員協議会

空き家から市民の生命・財産を保護し、生活環境を
保全するため空き家を利活用

　

岡
山
県
矢
掛
町
の
空
き
家
対
策

で
は
、
空
き
家
の
増
加
に
加
え
寄

付
や
売
却
希
望
者
が
増
え
た
た
め
、

交
付
金
と
過
疎
債
を
活
用
し
改
修

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●

兵
庫
県
相
生
市
（　

月　

日
）

10

23

　

兵
庫
県
相
生
市
で
は
、
子
育
て

施
策
の
全
国
的
な
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
特
徴
的
な
子
育
て
応
援
施

策
「　

の
鍵
」
を
展
開
。
結
婚
か

11

ら
住
宅
取
得
、
妊
娠
出
産
施
策
、

給
食
費
や
医
療
費
の　

歳
ま
で
の

18

無
償
化
な
ど
、
近
隣
都
市
か
ら
若

者
と
子
育
て
世
帯
の
移
住
者
の
呼

び
込
み
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
瀬
戸
内
市
（　

月　

日
）

10

23

岡
山
県
矢
掛
町
（　

月　

日
）

10

24

広
島
県
尾
道
市
（　

月　

日
）

10

24

　

広
島
県
尾
道
市
で
は
、
国
の
交

付
金
２
分
の
１
で
、
特
定
空
き
家

等
及
び
不
良
空
き
家
除
去
補
助
事

業
を
活
用
し
、
特
定
空
き
家
と
認

定
さ
れ
た　

件
中　

件
が
解
体
さ

43

31

れ
ま
し
た
。

　

事
務
調
査
事
項
の
空
き
家
対
策

を
研
修
し
、
空
き
家
対
策
協
議
会

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
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予算審査特別委員会経済建設常任委員会視察報告

　

浜
松
市
で
は
京
丸
園
株
式
会
社

に
て
行
政
担
当
者
も
同
席
の
も
と

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
に
よ
る
労

働
力
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
」
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
サ
イ
ド

の
人
手
不
足
及
び
福
祉
サ
イ
ド
の

働
き
場
所
不
足
の
課
題
に
対
し
、

農
業
経
営
者
側
か
ら
の
仕
掛
け
に

よ
っ
て
解
決
し
て
き
た
経
緯
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
障
が
い

者
の
働
き
や
す
い
環
境
は
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る
こ
と
、

多
様
な
人
材
が
働
く
環
境
は
経
営

環
境
の
変
化
に
強
い
こ
と
な
ど
、

名
寄
市
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

静
岡
県
浜
松
市
（　

月　

日
）

10

30

経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

経
済
建
設
常
任
委
員
会
視
察
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

　

豊
橋
駅
前
を
中
心
に
「
中
心
市

街
地
活
性
化
を
目
指
し
た
商
店
街

空
き
店
舗
対
策
事
業
の
取
組
に
つ

い
て
」
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
官

民
連
携
に
よ
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
空
き
店
舗
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
状
況
を
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

愛
知
県
豊
橋
市
（　

月　

日
）

10

31

静
岡
県
掛
川
市
（　

月　

日
）

10

31

　

掛
川
市
で
は
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
都
市
の
取
組
に
つ

い
て
」
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
有

機
農
業
へ
の
取
り
組
み
に
当
た
っ

て
は
、
行
政
の
情
勢
分
析
及
び

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進

協
議
会
」
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「仕事を人に合わせることが基本」
自社独自の機械の前で熱のこもった説明を受ける

中心市街地を歩きながら生まれ変わる空き店舗を視察

一
級
建
築
士
の
視
点
か
ら
築　

年
60

の
建
物
群
を
維
持
し
、
古
さ
を
活

か
し
な
が
ら
集
客
に
つ
な
ぐ
取
り

組
み
は
強
く
印
象
に
残
る
も
の
で

あ
り
、
参
考
と
し
た
い
事
例
で
あ

り
ま
し
た
。

「オーガニックビレッジ宣言都市」の取組について説明を聞く

　
　

月　

日
㈮
、
士
別
市
議
会
議

11

24

場
で
「
名
寄
市
・
士
別
市
合
同
議

員
研
修
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
の
取
組
に
つ
い
て
」。
講

師
は
北
海
道
銀
行
か
ら
出
向
中
の

名
久
井
伸
也
氏
で
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
士
別
市
で
設
立

さ
れ
た
合
同
会
社
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
は
、
廃
校
と
な
っ

た
小
学
校
の
体
育
館
を
搾
油
工
場

と
し
て
利
用
し
、
亜
麻
仁
（
あ
ま

に
）
油
、
荏
胡
麻
（
え
ご
ま
）
油
、

菜
種
（
な
た
ね
）
油
の
搾
油
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
業

者
、
行
政
と
一
体
と
な
り
、
地
域

全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

共
に
講
演
か
ら
学
び
、
そ
の
後

の
意
見
交
換
会
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

名
寄
市
・
士
別
市
合
同
議
員
研
修
会士別市議会議場での研修会

●●● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●●●



16名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。

保育事業への希望

 西  川   千  広 
にし かわ ち ひろ

　名寄へ移住して2年目です。

子供の高等教育をどうするかに

ついては移住時に検討しましたが、保育園に入れ

ず困ることになるとは思いませんでした。第二子

が生まれるにあたり、保育所を探しましたが実質

的な0歳児の受け入れ枠がないとのこと。私と同

じように制度上、育休が取れない自営業の方が名

寄には多くいらっしゃると思いますが、それでも

0歳の受け入れ枠がないのは意外でした。受け入

れ枠がないのは保育園の“人手不足”によるそう

です。根本的には国の政策が原因である“人手不

足”ということは理解できますが、保育有資格者

を輩出する市立大学を擁している名寄市ならば保

育事業を強みにできうるのではないでしょうか。

保育事業の充実で安心して働ければ、親は地域経

済へも貢献できます。子育て世代に支持され、感

謝される行政に発展することを期待しています。

編

集

後

記

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
令
和
５
年

は
親
類
関
係
の
不
幸
が
重
な
り
、

多
く
の
思
い
出
と
共
に
お
見
送
り

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
▼
科
学

技
術
の
発
展
め
ざ
ま
し
い
現
代
社

会
に
お
い
て
、
迷
信
の
類
を
信
じ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
厄
年≒

初
老
」
と
は
こ
う
い
う

世
代
な
の
か
、
と
感
じ
た
次
第
で

す
▼
子
育
て
も
終
盤
を
迎
え
、
両

親
も
車
の
運
転
を
避
け
る
よ
う
に

な
り
、
か
く
い
う
自
分
も
小
さ
な

文
字
を
読
む
の
が
お
っ
く
う
に
な

る
な
ど
、
社
会
的
に
も
身
体
的
に

も
曲
が
り
角
を
迎
え
る
頃
合
い
な

の
で
し
ょ
う
▼
子
供
の
成
長
を
感

じ
る
と
同
時
に
自
ら
の
残
り
時
間

を
意
識
す
る
と
、
一
分
一
秒
を
大

切
に
し
な
が
ら
日
日
是
好
日
と
捉

え
、
公
私
と
も
に
毎
日
を
積
み
重

ね
た
い
と
思
う
所
存
で
す
。（

今
）
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発行:名寄市議会　編集:議会報特別委員会　印刷:㈲喜多印刷所
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議会だより第71号

　名寄東中学校ボランティア部では、ペットボトルキャップ

等を生徒から集めて贈呈したり、募金活動を行ったりするな

ど、みなさんの役に立てるような活動をしています。

　また、デイサービス訪問では、高齢者の方とのふれあいが

自分たちの学びにつながるとても貴重な経験となっていま

す。これからもたくさんの人を笑顔にできるような活動を

していきたいです。

表紙の写真は「名寄東中学校ボランティア部」です。

 清  水   和  彦 
し みず かず ひこ

　私が生涯学習に携わったのは

名寄市と風連町が合併した直後

より、風連瑞生大学のパソコンクラブの講師とし

て月に3回程の講義を受け持つようになりました。

最初は自分の親よりも高齢の方が多かったので接

し方に戸惑いを覚えることが多かったように思い

ます。毎回10人程のクラブ活動でしたが、学生

達の真剣に学ぶ姿に心を動かされました。毎年新

入生が入学されるたびに親の世代から地域の先輩

へと世代も移り変わっていきますが、皆さんの学

ぶ姿勢は毎年変わらないことに、自分は学んでい

るのだろうか？と疑問に思います。昔は勉強が苦

手で楽しいと思わなかったのですが、クラブの

方々をはじめ瑞生大学に通われている方々の楽し

そうな顔を見て学ぶ楽しさを知り、自分も幾つに

なっても楽しく学んでいきたいと思うようになり

ました。

生涯学習は楽しい


